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「イ レ ウ ス」 の 統 系 と 治 療 の 選 擇

岡山醫科大學第一外科敎室 (主任　陣内敎授)

田 中 早 苗

(昭 和24年3月8日 受稿)

第1章　 緒 言

「イ レウス」は外科領域 に於ては重要 な 疾

患であつて,其 の成因,治 療,死 因 な どにつ

いて幾 多の業績が發表せ られ,統 系的觀察 に

關 して も亦内外多數の報告がある.私 は當大

學第一外科で,昭 和5年4月 か ら 昭 和21年

3月 に至 る16年 間 に手術 した「イ レウス」142

例 について統 系的觀察 を試み,ひ いては治療

法の選擇 について ある程度の指針 を得 た.こ

こに」イレウス」といふのは總べて「イ レウス」

の診斷の もとに外科的治療 を施 した ものばか

りである.

第2章　 分 類

「イレウス」の分類 は報告者に よつて違つ て

お り一定 してないが,諸 家の統系 を参照 して

第1表 の樣に分類 した.各 「イレウ ス」の頻 度

は國に よつ て多少の差 はあるが,私 の統系 も

本邦諸 家の報告 と大差がない.即 ち癒着及び

屈曲に よる ものが最 も多 く,索 状物に よる も

のが之に次 ぎ,腸 重積症,腸 捻轉症 の順 とな

つ てゐる.腫 瘍異物に よる14例 の う ち9例

が 癌腫で他 は肉腫,膽 石,蛔 虫,糞 石,混 合

腫瘍の轉移各1例 で ある.

第1表　 分 類

Ⅰ. 機 械 的 「イ レウ ス」

A 閉 塞 性 「イ レ ウ ス」　 52 (36.6%)

(1) 癒 着 竝 に屈 曲 に よ る 「イ レウ ス」

　 36 (25.4 )

(2) 腸 管 腫瘍,異 物 に よ る 「イ レウ ス」

　14 (9.8%)

(3) 腸 管 狹 窄 に よ る 「イ レウ ス」

　2 (1.4%)

B 絞 扼 性 「イ レウ ス」　 84 (60.6%)

(4) 索 状 物 に よ る 「イ レウ ス」
　33 (23.3%)

(5) 腸 捻 轉 に よ る 「イ レウス」

　22 (14.0%)

(6) 腸 重 積 症　 29 (20.5%)

Ⅱ. 動 力 的 「イ レ ウス」

(7) 麻 痺 性 「イ レ ウ ス」　 4 (2.8%)

(8) 痙 攣 性 「イ レ ウス」　 0

(9) 不 明　 2 (1.4%)

第2表　 部 位 別

第3章　 部 位 別

文献に よれ ば異常索状物 及び癒着,屈 曲に

よる「イ レウス」は廻腸に最 も多 い とされて ゐ

る.私 の統 系で も81.2%は 廻腸 に認 めた,腸

重積症 は一般 に廻盲部 に多 いとせ られ,多 い
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のでは95.83%(橋 本)の 報告 もあるが,私

の統系で も89.7%が 廻盲部 に發生 してゐる.

第2表 でみる樣 に「イ レウス」全體 としての部

位別 は,廻 腸か ら廻盲部にかけての ものが壓

倒的 に多 く,107例(76.4%)を 占めてゐる.

これ は「イ レウス」の原因の相當數の ものが後

述 す る樣 に結核,虫 垂炎,腫 瘍,腸 重積症 に

よつてゐ ることか ら容易に理解で きる.

第4章　 年齡別及 び性 別

内外1, 2の 文 献 をみ る に,Grekowは 男

67.9%,女32.1%,藤 井 は男65.3%,女

34.7%で,大 體男 峠女の2倍 の頻度 となつ て

ゐ るが,私 の統 系 も男69.0%,女31.0%と

なつ てゐ る,年 齡別 では第3表 の樣 に大體年

と共 に罹患率は高 まつてゐ る.

第3表　 年齢別及び性別

第5章　 治 療

「イレウス」は可及的 早期 に手術 を してその

原 因 を除 くべ きであ ることは贅 言 を 要 しな

い.私 の統系では「イ レウス」全體 と しての死

亡率 は33.8a(48例)で,良 好 とは いえない

が,こ れは當敎 室の統 系 で は142例 中93例

(65.5%)の 多 くが48時 間 を過 ぎて手術 され

て ゐるためで あつて,こ れはま ことに嘆か わ

しいことである.當敎 室で も,發 病後24時

間以 内に手術 した もの の死亡 率 は23.7%で

あるが,48時 間以上 を經て手術 した〓も の で

は38.2%に 達 してゐる.

第4表　 手術 々式死亡率　(括弧内は死亡數)

手術 々式 と死亡率 との關係で あるが,術 式

を分類 してみ ると第4表 に見 られ るよ う に,

腸管切除 に加へ るに腸の吻合 といふ患者に と

つ て甚だ しい負 擔 となる ような操作 を加 える

ことは,豫 後 を不艮にす る最 大の原因 で,絞

扼性「イレウス」では50.0%,閉 塞性 「イ レウ

ス」 では71.4%と いふ著 し く高 い死亡 率 を

呈 してゐる.一 方,腸 瘻,人 工肛 門設置 とい

ふ ような姑息 な手 術では(こ れ は勿論救急的

に行つた もので,死 に瀕 した重症 患者 にの み

加 え られた操作 で あることは,容 易に推察 で

きるので あるが)數 の上 では,や は り絞扼性

「イ レウス」50.0%,閉 塞性 「イ レウス」33.3

%と いふ結果 を得 てはい るけれ ども,腸 切除

吻合 といふ大 きな操作 を加 え うる餘裕 の あつ

た場合 に比べ ると,相 當 よい結 果 と考 へて よ
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い と思ふ.又 單な る腸吻合の場合 では,そ の

死亡率は絞扼性 「イレウス」30.0%,閉 塞性

「イ レウ ス」では33.3%と いふ ように一 層良

い 成績 をえてゐ る.

即 ちこの第4表 か ら,患 者についての手術

々式に, 2通 り以上の方法が考へ られ る時は

た とえそれが二次的 に手術 を要す るような術

式 であつて も,救 急の 目的 で行はれ た手 術で

あるな らば,出 來 るだけ患者に とつて手術的

侵襲の少ない方 の術式 を選 ぶ可 きだ と云へる

と思 ふ.

第5表　 麻醉と死亡率

麻醉の選擇 につ いては,私 の統 系 で み て

も,第5表 の樣 であつて,格 別顧慮の必要が

な い もの と思はれ る.こ の表では腰麻が最 も

良 い結果 となつてゐるが,重 症患者 を避 けて

用ひ られた とも考 へられ得 るので一概 には結

論 され ないが,少 な くと も,腰 椎麻醉 を行つ

た患者 には死亡率の低い術式が多いわけでは

な く,又 發病 よりの時間經過が短い もの(即

ち比較的輕症 と考へ られ るもの)が 多 くあつ

た わけで もない ことは,第6表 及 び第7表 で

見受け られ る.

即 ち「イ レウス」手術の際には,麻 醉法の選

擇 に格別の考 慮 をは らう必要 はないが,強 い

ていえば,腰 麻が比較的良いのではないか と

考へ られ得 る.即 ち腰麻 に よる腸管蠕動亢進

が,腸 内貯留「ガス」の排泄 を促が すので はな

いか と も考へ られ る.

第6表　 發病 より手術迄の時間と麻

醉の種類

第7表　 術式 と麻醉の種類

第6章　 原 因

全例中原 因の判つてゐる52例 を原因 別 に

分類 してみると,第8表 の ようになるが,腸

間膜瘢 痕症 に基因 した ものが6例 もあること

は注 目に價 することと思ふ.

第8表　 原 因 別

第7章　 結 論

私 は最近16年 間 に當 大學第1外 科で浮 術

した「イレウス」142例 の統系的觀 察 を行 ひ次

の ような結 論 をえた.

1. 「イ レウス」中最 も多いのは癒着竝 に屈

曲に よる もので,索 状物に よる「イレウス」,

腸重積症,腸 捻轉が之 に次 いで多い.

2. 性別では男 は女の約2倍 の 頻 度 で あ

る.又 大體年齡 と共 に罹患率 は高 ま つ て く

る.

3. 142例 中107例(76.4%)が 廻 腸,廻 盲

部 に認 め られた.

4. 死亡率 は33.8%で あ り,時 間の經過

と共 に高 まつてゐ る.

5. 腸切 除吻合 は高い死 亡率 を呈 し,腸 瘻

又 は人工肛門設置及び腸吻合は遙 かに良 い成

績 を得て ゐる.こ の ことか ら, 2通 り以上の

手 術方式 が考へ られ る時 は,そ れが とた え 二

次的 に手 術 を要す るような術式で あつ て も,

出來 るだけ患者 に とつ て,手 術的侵襲 の少な

い方 を選ぶ可 きである.
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6. 麻醉法 の選擇については格別の顧慮 を

は らう必要はない.

(擱 筆に臨み御校閲の勞 を忝ふせ る陣内敎 授 に

満腔 の敬意 を表す).
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